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 コースタイム（天候：天気図記号）  

   ルート図（地図を見て正確に） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  2.5 万分の１地図： 
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 国見峠（登山口） 

 

 

 

 

        北尾根コースは見晴らしの良い尾根道を歩くので

展望もよく、花も豊富にあり時期を変えて登ると楽しみも広がるコー

スである。コースが長いので早朝出発となったが、時間にゆとりがで

きるので頂上でゆっくり過ごすことができた。下山後は「春日もりも

り村」のお風呂に入り汗を流し、さざれ石のある笹又コースの登山口

にも立ち寄りアプローチの確認をしてきました。 

 

 

 

      前夜に刈谷を出発して名神高速の大垣ＩＣから一般道で国見峠に向かう。春日の町外れに来た時、

道路に野兎が現れて、慌ててブレーキをかける。野兎は車の前を同じ方向に走り出したので、しばらく徐行をし

ながら兎の後ろをついていく。60ｍ程で道路から外れたので元の速度に戻す。そこからは長い登り坂を走る。や

がて、一番高い所にある国見峠に到着した。そこは、広い駐車場があり空は満点の星空である。早朝出発に備へ

て、ここで仮眠をする。翌日は早朝起きで 5 時 45 分登山口を出発した。鶯など色々な小鳥の鳴き声が聞こえる

中気温が下がってやや肌寒さを感じながらも樹林帯の急坂をゆっくり登って行くとしだいに体も温まってくる。

やがて見晴らしのいい稜線に出て、ここで休憩、朝食を摂る。景色を見ながらこれから向かう山々を眺める。初

めての北尾根コースということもあって歩く楽しみもある。登山道はしっかりしており歩きやすい。登山道脇に

は所々で片栗が花を咲かせており、カメラを向けて写真を撮る。他にも草花がたくさんあり時期を変えてくれば

色々な花に出会えそうである。そして国見岳から禿山を通過して、御座峰まで 2 時間 15 分で着いた。ここから

伊吹山が良く見える。そして緩やかな稜線を気持ちよく進むと、急な下り坂となり、下りきったところが笹又コ

ースからの分岐になる。そこから少し登って伊吹山ドライブウェイに合流、30 分ほど歩くと駐車場に到着、こ

こからさらに登っていくと伊吹山山頂に到着した。頂上付近は登山者や観光客で賑やかだ。ゆっくりと休憩を 

しながらお湯を沸かしてカップラーメンを作り食べる。下山は登って 

 

 

 

 CL:竹内幹雄 

  塚本英吾 

4/17 前夜発（車） 

20：00 刈谷 

22：30 国見峠 

4/18 快晴 

5：50 国見峠（登山口） 

7：00 国見岳 

7：30 大禿山 

8：05 御座峰 

9：28 分岐（1100ｍ） 

10：15 伊吹山（頂上） 

11：10 頂上出発 

11：48 分岐（1100ｍ） 

13：20 御座峰 

14：00 禿山 

14：40 国見岳 

15：25 国見峠（登山口） 

  北尾根を歩く  
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伊吹山 

  御嶽山  

国見峠 

伊吹山 

1377ｍ 

しながら、お湯を沸かして、カップラーメンを食べる。頂上には残雪

は全く無くて土産物屋さんの話では「この冬は雪が少なかった」とい

うことである。休憩後、登ってきた道を下山していく。途中ドライブ

ウェイ横にはカメラマンがたくさんいる。どうやら鳥の写真をねらっ

ているようだった。その中でイヌワシの写真を見せてもらった。そし

て、分岐から御座峰、国見岳、を経て国見峠に下り車で帰路に着いた。         
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